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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成24年11月14日に提出いたしました第35期第２四半期報告書（自　平成24年７月１日　至　平成24年９

月30日）について、訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提

出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

第２ 【事業の状況】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

(2) 財政状態の分析

第４ 【経理の状況】

１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(2) 【四半期損益計算書】

(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

(セグメント情報等)

(１株当たり情報)

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

EDINET提出書類

株式会社中広(E05668)

訂正四半期報告書

 2/20



　

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第34期

第２四半期累計期間
第35期

第２四半期累計期間
第34期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 2,076,034 2,395,081 4,538,459

経常利益 (千円) 78,075 104,313 246,516

四半期(当期)純利益 (千円) 60,654 49,679 193,466

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 378,950 378,950 378,950

発行済株式総数 (株) 6,706,000 6,706,000 6,706,000

純資産額 (千円) 582,632 734,769 712,733

総資産額 (千円) 2,302,103 2,570,868 2,483,085

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 9.38 7.68 29.93

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 4.50

自己資本比率 (％) 25.3 28.5 28.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 78,741 112,482 243,091

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △62,464 △87,346 △100,025

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △85,710 △48,937 △255,670

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) 175,531 109,203 133,004

　

回次
第34期

第２四半期会計期間
第35期

第２四半期会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.58 3.99

(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等については記載しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社及び開示対象特別目的会社がないため記載しており

ません。

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
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（訂正後）

回次
第34期

第２四半期累計期間
第35期

第２四半期累計期間
第34期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 2,076,034 2,395,081 4,538,459

経常利益 (千円) 78,061 104,313 246,509

四半期(当期)純利益 (千円) 25,821 49,679 143,765

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 378,950 378,950 378,950

発行済株式総数 (株) 6,706,000 6,706,000 6,706,000

純資産額 (千円) 547,800 685,067 663,032

総資産額 (千円) 2,302,103 2,570,868 2,483,085

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 3.99 7.68 22.24

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 4.50

自己資本比率 (％) 23.7 26.6 26.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 78,741 112,482 243,091

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △62,464 △87,346 △100,025

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △85,710 △48,937 △255,670

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) 175,531 109,203 133,004

　

回次
第34期

第２四半期会計期間
第35期

第２四半期会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.22 3.99

(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等については記載しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社及び開示対象特別目的会社がないため記載しており

ません。

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
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第２ 【事業の状況】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

（訂正前）

当第２四半期累計期間の我が国経済は、東日本大震災からの復興需要などにより回復も伝えられる一方、

欧米諸国の財政不安、中国との関係悪化、長期化する円高の影響等、先行き不透明な状況が続いております。

　当社におきましては、中期経営計画の最終年度として、計画の目標であるフリーマガジン『地域みっちゃ

く生活情報誌』の総発行部数250万部発行に向けて、第２四半期に６誌創刊いたしました。

　既存誌につきましても配布エリアの拡大を図りました。これらの結果、広告の受注は順調に伸び、売上高は

2,395,081千円（前年同四半期比15.3％増）、売上総利益は1,032,671千円（前年同四半期比18.8％増）と

なりました。

　販売費及び一般管理費につきましては、当事業年度の事業計画に沿って人材補強を図ったこと等から

927,268千円（前年同四半期比17.4％増）となりましたが、営業利益は105,402千円（前年同四半期比

33.2％増）、経常利益は104,313千円（前年同四半期比33.6％増）となりました。

　四半期純利益につきましては、繰越欠損金が前事業年度で解消し、当事業年度より法人税等が通常の課税

となったことから、49,679千円（前年同四半期比18.0％減）となりました。

 

（訂正後）

当第２四半期累計期間の我が国経済は、東日本大震災からの復興需要などにより回復も伝えられる一方、

欧米諸国の財政不安、中国との関係悪化、長期化する円高の影響等、先行き不透明な状況が続いております。

　当社におきましては、中期経営計画の最終年度として、計画の目標であるフリーマガジン『地域みっちゃ

く生活情報誌』の総発行部数250万部発行に向けて、第２四半期に６誌創刊いたしました。

　既存誌につきましても配布エリアの拡大を図りました。これらの結果、広告の受注は順調に伸び、売上高は

2,395,081千円（前年同四半期比15.3％増）、売上総利益は1,032,671千円（前年同四半期比18.8％増）と

なりました。

　販売費及び一般管理費につきましては、当事業年度の事業計画に沿って人材補強を図ったこと等から

927,268千円（前年同四半期比17.4％増）となりましたが、営業利益は105,402千円（前年同四半期比

33.2％増）、経常利益は104,313千円（前年同四半期比33.6％増）となりました。

　四半期純利益につきましては49,679千円（前年同四半期比92.3％増）となりました。

 

　

(2) 財政状態の分析

（訂正前）

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比べて87,782千円増加し、2,570,868千円と

なりました。これは主に現金及び預金が59,276千円減少したものの、建物が90,159千円、土地が50,387千円

増加したこと等によるものであります。　

負債は、前事業年度末と比べて65,747千円増加し、1,836,099千円となりました。これは主に長期借入金が

50,729千円減少したものの、未払金が25,748千円、前受金が25,480千円、短期借入金が30,000千円、賞与引当

金が20,000千円増加したこと等によるものであります。

純資産は前事業年度末と比べて22,035千円増加し、734,769千円となりました。これは主に、四半期純利益
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を49,679千円計上したものの、配当金を29,084千円計上したこと等によるものであります。

なお、当第２四半期会計期間末における自己資本比率は28.5％であります。

　

（訂正後）

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比べて87,782千円増加し、2,570,868千円と

なりました。これは主に現金及び預金が59,276千円減少したものの、建物が90,159千円、土地が50,387千円

増加したこと等によるものであります。　

負債は、前事業年度末と比べて65,747千円増加し、1,885,800千円となりました。これは主に長期借入金が

50,729千円減少したものの、未払金が25,748千円、前受金が25,480千円、短期借入金が30,000千円、賞与引当

金が20,000千円増加したこと等によるものであります。

純資産は前事業年度末と比べて22,035千円増加し、685,067千円となりました。これは主に、四半期純利益

を49,679千円計上したものの、配当金を29,084千円計上したこと等によるものであります。

なお、当第２四半期会計期間末における自己資本比率は26.6％であります。
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第４ 【経理の状況】

２．監査証明について

（訂正前）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

（訂正後）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しており

ますが、訂正後の四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けており

ます。
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１ 【四半期財務諸表】
(1) 【四半期貸借対照表】

（訂正前）

(単位：千円)

　 　 　 　 前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 549,754 490,478
　 　 受取手形及び売掛金 ※ 646,283 ※ 642,144
　 　 商品 3,507 5,033
　 　 仕掛品 11,907 20,137
　 　 貯蔵品 1,080 891
　 　 その他 88,290 61,454
　 　 貸倒引当金 △11,917 △18,350

　 　 流動資産合計 1,288,906 1,201,788

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 　 　
　 　 　 土地 645,452 695,840
　 　 　 その他（純額） 184,145 266,226

　 　 　 有形固定資産合計 829,598 962,066

　 　 無形固定資産 34,857 35,135
　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資有価証券 50,810 48,336
　 　 　 破産更生債権等 269,021 270,698
　 　 　 差入保証金 145,166 148,006
　 　 　 賃貸資産（純額） 100,141 97,254
　 　 　 その他 11,101 56,055
　 　 　 貸倒引当金 △246,518 △248,474

　 　 　 投資その他の資産合計 329,723 371,878

　 　 固定資産合計 1,194,178 1,369,080

　 資産合計 2,483,085 2,570,868
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(単位：千円)

　 　 　 前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 買掛金 465,518 470,451
　 　 短期借入金 452,000 482,000
　 　 1年内返済予定の長期借入金 103,776 105,564
　 　 未払法人税等 59,068 65,211
　 　 賞与引当金 36,000 56,000
　 　 役員賞与引当金 20,000 －
　 　 その他 167,909 233,928

　 　 流動負債合計 1,304,271 1,413,155

　 固定負債 　 　
　 　 長期借入金 437,630 386,901
　 　 その他 28,450 36,042

　 　 固定負債合計 466,080 422,943

　 負債合計 1,770,352 1,836,099

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 378,950 378,950
　 　 資本剰余金 69,450 69,450
　 　 利益剰余金 281,960 302,555
　 　 自己株式 △15,592 △15,592

　 　 株主資本合計 714,767 735,362

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 △2,034 △593

　 　 評価・換算差額等合計 △2,034 △593

　 純資産合計 712,733 734,769

負債純資産合計 2,483,085 2,570,868
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（訂正後）

(単位：千円)

　 　 　 　 前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 549,754 490,478
　 　 受取手形及び売掛金 ※1 646,283 ※1 642,144
　 　 商品 3,507 5,033
　 　 仕掛品 11,907 20,137
　 　 貯蔵品 1,080 891
　 　 その他 88,290 61,454
　 　 貸倒引当金 △11,917 △18,350

　 　 流動資産合計 1,288,906 1,201,788

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 　 　
　 　 　 土地 645,452 695,840
　 　 　 その他（純額） 184,145 266,226

　 　 　 有形固定資産合計 829,598 962,066

　 　 無形固定資産 34,857 35,135
　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資有価証券 50,810 48,336
　 　 　 破産更生債権等 269,021 270,698
　 　 　 差入保証金 145,166 148,006
　 　 　 賃貸資産（純額） 100,141 97,254
　 　 　 その他 11,101 56,055
　 　 　 貸倒引当金 △246,518 △248,474

　 　 　 投資その他の資産合計 329,723 371,878

　 　 固定資産合計 1,194,178 1,369,080

　 資産合計 2,483,085 2,570,868

　 　 　 　 　 　

EDINET提出書類

株式会社中広(E05668)

訂正四半期報告書

10/20



　

(単位：千円)

　 　 　 前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 買掛金 465,518 470,451
　 　 短期借入金 452,000 482,000
　 　 1年内返済予定の長期借入金 103,776 105,564
　 　 未払法人税等 ※2 108,769 ※2 114,912
　 　 賞与引当金 36,000 56,000
　 　 役員賞与引当金 20,000 －
　 　 その他 167,909 233,928

　 　 流動負債合計 1,353,972 1,462,856

　 固定負債 　 　
　 　 長期借入金 437,630 386,901
　 　 その他 28,450 36,042

　 　 固定負債合計 466,080 422,943

　 負債合計 1,820,053 1,885,800

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 378,950 378,950
　 　 資本剰余金 69,450 69,450
　 　 利益剰余金 232,259 252,854
　 　 自己株式 △15,592 △15,592

　 　 株主資本合計 665,066 685,661

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 △2,034 △593

　 　 評価・換算差額等合計 △2,034 △593

　 純資産合計 663,032 685,067

負債純資産合計 2,483,085 2,570,868
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(2) 【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（訂正前）

（単位：千円）

　 　

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 2,076,034 2,395,081

売上原価 1,207,271 1,362,410

売上総利益 868,762 1,032,671

販売費及び一般管理費 ※ 789,667 ※ 927,268

営業利益 79,095 105,402

営業外収益 　 　
　 受取利息 495 176
　 受取配当金 473 504
　 受取賃貸料 5,266 9,942
　 その他 12,646 6,444

　 営業外収益合計 18,882 17,067

営業外費用 　 　
　 支払利息 11,873 8,651
　 賃貸費用 3,832 3,724
　 その他 4,196 5,780

　 営業外費用合計 19,902 18,157

経常利益 78,075 104,313

特別利益 　 　
　 投資有価証券売却益 － 966

　 特別利益合計 － 966

特別損失 　 　
　 投資有価証券評価損 6,578 2,732
　 減損損失 － 229

　 特別損失合計 6,578 2,961

税引前四半期純利益 71,496 102,318

法人税、住民税及び事業税 10,842 62,163

法人税等調整額 － △9,524

法人税等合計 10,842 52,639

四半期純利益 60,654 49,679
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（訂正後）

（単位：千円）

　 　

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 2,076,034 2,395,081

売上原価 1,207,271 1,362,410

売上総利益 868,762 1,032,671

販売費及び一般管理費 ※ 789,681 ※ 927,268

営業利益 79,081 105,402

営業外収益 　 　
　 受取利息 495 176
　 受取配当金 473 504
　 受取賃貸料 5,266 9,942
　 その他 12,646 6,444

　 営業外収益合計 18,882 17,067

営業外費用 　 　
　 支払利息 11,873 8,651
　 賃貸費用 3,832 3,724
　 その他 4,196 5,780

　 営業外費用合計 19,902 18,157

経常利益 78,061 104,313

特別利益 　 　
　 投資有価証券売却益 － 966

　 特別利益合計 － 966

特別損失 　 　
　 投資有価証券評価損 6,578 2,732
　 減損損失 － 229

　 特別損失合計 6,578 2,961

税引前四半期純利益 71,483 102,318

法人税、住民税及び事業税 45,661 62,163

法人税等調整額 － △9,524

法人税等合計 45,661 52,639

四半期純利益 25,821 49,679
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

（単位：千円）

　 　

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 税引前四半期純利益 71,496 102,318
　 減価償却費 11,980 14,805
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 879 8,389
　 賞与引当金の増減額（△は減少） 16,000 20,000
　 役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △20,000
　 受取利息及び受取配当金 △969 △681
　 支払利息 11,873 8,651
　 投資有価証券評価損益（△は益） 6,578 2,732
　 売上債権の増減額（△は増加） △42,738 29,619
　 たな卸資産の増減額（△は増加） △3,996 △9,566
　 仕入債務の増減額（△は減少） △23,040 3,289
　 破産更生債権等の増減額（△は増加） 59,693 △1,677
　 その他 1,247 17,926

　 小計 109,003 175,807

　 利息及び配当金の受取額 514 230
　 利息の支払額 △11,479 △7,769
　 法人税等の支払額 △19,296 △55,785

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 78,741 112,482

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 定期預金の預入による支出 △91,788 △69,502
　 定期預金の払戻による収入 32,788 105,026
　 有形固定資産の取得による支出 △2,565 △128,907
　 無形固定資産の取得による支出 － △2,625
　 長期預り保証金の受入による収入 － 9,429
　 差入保証金の差入による支出 △1,059 △3,675
　 差入保証金の回収による収入 255 545
　 投資有価証券の取得による支出 △100 △103
　 投資有価証券の売却による収入 14 2,466
　 その他 △10 －

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △62,464 △87,346

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 短期借入金の純増減額（△は減少） 10,000 30,000
　 長期借入れによる収入 50,000 140,000
　 長期借入金の返済による支出 △127,666 △188,941
　 リース債務の返済による支出 △1,651 △4,293
　 配当金の支払額 △16,393 △25,702

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △85,710 △48,937

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △69,434 △23,801

現金及び現金同等物の期首残高 244,965 133,004

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 175,531 ※ 109,203
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（訂正後）

（単位：千円）

　 　

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 税引前四半期純利益 71,483 102,318
　 減価償却費 11,980 14,805
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 879 8,389
　 賞与引当金の増減額（△は減少） 16,000 20,000
　 役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △20,000
　 受取利息及び受取配当金 △969 △681
　 支払利息 11,873 8,651
　 投資有価証券評価損益（△は益） 6,578 2,732
　 売上債権の増減額（△は増加） △42,738 29,619
　 たな卸資産の増減額（△は増加） △3,996 △9,566
　 仕入債務の増減額（△は減少） △23,040 3,289
　 破産更生債権等の増減額（△は増加） 59,693 △1,677
　 その他 1,261 17,926

　 小計 109,003 175,807

　 利息及び配当金の受取額 514 230
　 利息の支払額 △11,479 △7,769
　 法人税等の支払額 △19,296 △55,785

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 78,741 112,482

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 定期預金の預入による支出 △91,788 △69,502
　 定期預金の払戻による収入 32,788 105,026
　 有形固定資産の取得による支出 △2,565 △128,907
　 無形固定資産の取得による支出 － △2,625
　 長期預り保証金の返還による支出 － 9,429
　 差入保証金の差入による支出 △1,059 △3,675
　 差入保証金の回収による収入 255 545
　 投資有価証券の取得による支出 △100 △103
　 投資有価証券の売却による収入 14 2,466
　 その他 △10 －

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △62,464 △87,346

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 短期借入金の純増減額（△は減少） 10,000 30,000
　 長期借入れによる収入 50,000 140,000
　 長期借入金の返済による支出 △127,666 △188,941
　 リース債務の返済による支出 △1,651 △4,293
　 配当金の支払額 △16,393 △25,702

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △85,710 △48,937

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △69,434 △23,801

現金及び現金同等物の期首残高 244,965 133,004

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 175,531 ※ 109,203
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

（訂正前）

※　四半期期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第２四

半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半期会計期間

末残高に含まれております。

　
前事業年度

(平成23年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 4,692千円 3,003千円

　

（訂正後）

※１　四半期期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第２

四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半期会計期

間末残高に含まれております。

　
前事業年度

(平成23年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 4,692千円 3,003千円

　

※２　国税の税務調査に関連して発生したものが、次のとおり含まれております。

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

未払法人税等 49,701千円 49,701千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（訂正前）

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント 調整額

(注)１

四半期損益
計算書計上額
(注)２メディア事業 広告ＳＰ事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,174,525901,5082,076,034 ― 2,076,034

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,174,525901,5082,076,034 ― 2,076,034

セグメント利益 159,253 110,910 270,163△191,067 79,095

(注) １．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であります。全社費用は、主に総務及び

経理等の管理部門及びクリエイティブ部門にかかる一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

（訂正後）

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント 調整額

(注)１

四半期損益
計算書計上額
(注)２メディア事業 広告ＳＰ事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,174,525901,5082,076,034 ― 2,076,034

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,174,525901,5082,076,034 ― 2,076,034

セグメント利益 159,253 110,910 270,163△191,081 79,081

(注) １．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であります。全社費用は、主に総務及び

経理等の管理部門及びクリエイティブ部門にかかる一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（訂正前）

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

    １株当たり四半期純利益金額 ９円38銭 ７円68銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 60,654 49,679

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 60,654 49,679

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,463,135 6,463,135

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　

（訂正後）

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

    １株当たり四半期純利益金額 ３円99銭 ７円68銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 25,821 49,679

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 25,821 49,679

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,463,135 6,463,135

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年４月26日

株式会社中広

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    柴　田　光　明    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    石　崎　勝　夫    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社中広の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第35期事業年度の第２四半期会計期間（平成24年
７月１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日ま
で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算
書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社中広の平成24年９月30日現在の財政状態並び
に同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
その他の事項
四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期財務諸表を訂正している。
なお、当監査法人は、訂正前の四半期財務諸表に対して平成24年11月14日に四半期レビュー報告書を提出し
た。
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利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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